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１ 生いたち
鹿児島市は，薩摩・大隅（鹿児島県）・日向（宮崎県南部）の三国を統治した島津
氏の城下町として発展してきた。
禄高７７万８千石，天下第二の大藩，“丸に十の字”の紋に羽振りをきかした島津氏
の城下町として，鹿児島市が藩政の中心となり，南九州の雄都の地位を占めるに至っ
たのは，第６代島津氏久が東福寺城（現鹿児島市清水町）を居城にした時に始まる。
以後，明治４年まで，実に５００年間在城し，この間，第１８代島津家久は，鹿児島城

（鶴丸城）を築城，城山の緑を背景とした屋形造りの居城を中心に，門割制度と郷中
教育という独特の制度による島津氏の治世が続いた。
この連綿たる島津氏の藩政に根ざし，鹿児島市は，南九州一の都市として着実に繁
栄と進展の歴史をつくりあげたのである。
大陸や南洋諸島に近いという立地条件から，必然的に琉球を中継地として早くから
貿易も活発に行われ，また，大陸文化やヨーロッパ文化の門戸となった。
古くは１５世紀の中頃，桂庵によって日本最初の朱子学の書物が出版され，わが国の
朱子学の発展の基礎をつくったり，１６世紀の中頃フランシスコ・ザビエルが上陸し，
わが国で最初にキリスト教を伝えたことなどは，その代表的なものである。
さらに，近世に入っては１９世紀の中頃，新しいヨーロッパの機械文明を取り入れた
磯一帯は，わが国における近代文明の発祥の地となった。
ここでは，反射炉や溶鉱炉がつくられ，西洋式の大砲や弾薬，ガラス，蒸気船など
多くの機械文明が生み出された。
これは，積極進取の気性に富んだ名君であった第２８代島津斉彬の英断によるもので
ある。
近代日本の黎明，明治維新においては，薩摩藩の元勲西郷隆盛・大久保利通等がそ
の原動力となり，以後，幾多の英傑が輩出した。
その人脈系列をみると，黒田清隆・松方正義・山本権兵衛が歴代総理大臣を務めた
のをはじめ，大山巖・西郷従道・東郷平八郎等が陸海軍の大臣，大将として活躍し，
教育界では森有礼（初代文部大臣），実業界では五代友厚が，また，文化面でも八田
知紀（歌人）・黒田清輝・藤島武二（以上洋画家）・有島武郎（小説家）など各界の大
家が続出している。
明治４年，廃藩置県とともに県庁の所在地となり，同２２年４月には市制が施行された。
本市は第二次世界大戦の戦火で市街地の９割を焼失したが，市民のたくましい建設
意欲のなかで思い切った都市計画が策定され，将来の躍進に備える礎がつくられ，戦
後は観光・商工業の発展とともに市域は次第に拡大し，昭和４２年４月２９日には隣接の
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谷山市と合併して人口３８万人の新鹿児島市が誕生，昭和５５年７月には人口５０万人を突
破した。
一方，国際・国内親善を深めるため，昭和３５年５月にイタリアのナポリ市と，昭和

４９年４月にはオーストラリアのパース市と姉妹都市の盟約を結び，昭和５７年１０月には
中国の長沙市と友好都市盟約を締結し，さらに平成２年１１月にはアメリカのマイアミ
市と姉妹都市盟約を締結した。また，昭和４４年１１月には，山形県鶴岡市と兄弟都市の
盟約を結び，以来，親善を深めている。
平成８年４月には，中核市へ移行し，よりきめ細かな市民サービスの提供と個性豊
かな魅力あふれるまちづくりを積極的に進め，南の拠点都市としてさらなる飛躍を目
指すとともに，平成１２年４月地方分権一括法の施行に伴い，地方分権の時代に対応し
た生きがいを実感できる地域社会づくりの推進に全力を傾注してきている。
その後，平成１６年１１月１日には，隣接する吉田町，桜島町，喜入町，松元町及び郡
山町と合併，人口６０万人の県都として新たな一歩を踏み出し，新生鹿児島市の均衡あ
る発展と，それぞれの地域特性を生かした新しい魅力を持った鹿児島市の創造に取り
組んでいる。
こうした中，平成２３年３月には，九州新幹線鹿児島ルートが全線開業し，日本の南
の交流拠点都市としての本市の都市機能は，より一層高まった。
平成２３年度には，少子高齢化の進行や人口減少局面への移行，グローバル化の進
展，さらには地球レベルでの環境問題の進行など，時代の潮流に的確に対応し，本市
が将来に向けて持続可能な発展を遂げていくため，「人・まち・みどり みんなで創る
“豊かさ”実感都市・かごしま」を都市像に掲げた第五次総合計画を策定した。
また，平成２６年度には，明治２２年の市制施行から１２５周年，平成１６年の新生鹿児島
市誕生から１０周年という節目を迎え，世界文化遺産登録や桜島・錦江湾ジオパークの
推進，明治維新１５０年“維新のふるさと鹿児島市”ＰＲ事業，都市農村交流センター
お茶の里の整備，ドクターカーの導入，北部親子つどいの広場の整備，コミュニティ
サイクルの導入，小型家電リサイクル事業，生物多様性地域戦略の策定・推進，街な
か空き店舗活用事業，デザイン関連人材育成・交流支援事業，文化薫る地域の魅力づ
くりプランの推進，鹿児島女子高等学校多目的グラウンドの整備，第３０回国民文化祭
の開催準備，鹿児島駅周辺の拠点整備，中央町１９・２０番街区市街地再開発事業，鹿児
島市民表彰の創設など，ソフト・ハードの両面から具体的施策を推進した。
現在，本市は，誇りうる鹿児島のまちを，次の世代に責任を持って引き継いでいけ
るよう，地方創生への力強い一歩を踏み出すため，市民誰もが豊かさを実感しながら
安心して生活できる「ひと」の暮らしを「ささえる」まちづくり，本市のブランド力
を高めて情報発信することにより新たな交流とにぎわいを生み出す「まち」の魅力を
「みがく」まちづくり，産学官の連携のもと，地域の創意工夫と特性を生かした経済
の振興により，「しごと」で活力を「つくる」まちづくりを進めている。
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２ 位置及び地勢
本市は，九州の南端，鹿児島県本土のほぼ中央部にあって，東経１３０°２３′から

１３０°４３′，北緯３１°１７′から３１°４５′に位置し，北は姶良市，西は日置市，南は指
宿市などと接している。鹿児島湾をはさんで桜島を含んだ東西約３３灼，南北約５１灼の
風光明媚な都市である。
市街地は，鹿児島湾に流入している甲突川等の河川により形成された小平野部にあ
り，その周辺は，海抜１００ｍから３００ｍの丘陵地帯（シラス台地）となっている。
また，鹿児島市のシンボルとして知られている桜島（１，１１７ｍ）は，市街地から約
４灼の対岸にある。

３ 気 象
過去５年間の平均によると，本市の気温は夏季最高気温３５．５寿，冬季最低気温
－０．７８寿，平均気温１８．６寿であり，温暖な気候に恵まれている。
年間降水量は２，５０２勺で，６月～８月にかけてもっとも多く，この時期で年間降水
量の４８％を占めている。
平均風速は３．３ｍ／秒で，東寄りの風が吹く日には，活発な火山活動を続けている
桜島の火山灰が市街地に降ることがある。
（平成２６年の桜島噴火回数６５６回，鹿児島市役所本庁での年間降灰量１，２１１守／釈）
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平成２７年４月１日現在
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人口密度
（人／錫）

世帯数
（戸）

人 口
（人）

面 積
（錫）町数編 入 区 域年 月 日区 分

４，１２１－５７，８２２１４．０３５０鹿児島市明治２２．４．１市 制 施 行

４，５９４１２，５６１７３，０８５１５．９１５３草牟田，武〃 ４４．９．３０第１次編入

６，１６７１９，９５４１０３，１８０１６．７３５６永吉，原良，玉里大正 ９．１０．１第２次編入

２，２６１３４，６２６１７６，９００７８．２５６８中郡宇村，西武田村
吉野村昭和 ９．８．１第３次編入

１，２６４５２，９９０２２９，４６２１８１．５４８１伊敷村，東桜島村〃 ２５．１０．１第４次編入

４０９８，７９２３９，９６６９７．６５８谷山市〃 ３３．１０．１谷 山 市
市 制 施 行

１，３８２
１１０，０１６
９８，２８４
１１，７３２

３８５，８６６
３４１，５２１
４４，３４５

２７９．１５
９１
８２
９

鹿児島市
兼旧鹿児島市献
験旧谷山市

〃 ４２．４．２９新 設 合 併

１，９０５２２９，０６４５５２，０９８２８９．７９２６５－平成１２．１０．１国 勢 調 査

１，１０７２５８，２６６６０５，３０８５４６．９５３２２吉田町，桜島町，喜入町
松元町，郡山町〃 １６．１１．１編 入 合 併

１，１０５２５５，２７６６０４，３６７５４６．９５３２３－〃 １７．１０．１国 勢 調 査

１，１０７２６４，６８６６０５，８４６５４７．０６３４２－〃 ２２．１０．１国 勢 調 査

１，１０６２７４，１３１６０５，６１０５４７．５７３５６－〃 ２７．６．１推 計 人 口

１）新設合併時の各数字は昭和４２年５月１日現在の推計人口



５ 人 口
敢 人 口

① 人口の推移 （単位：世帯，人）

１）各年国勢調査（合併による１市５町の合計数）
② 世帯構成

世帯人員（１０区分）別一般世帯数及び一般世帯人員 （単位：世帯，人）

１）平成２２年国勢調査
柑 産業別人口

① 産業別１５歳以上就業者数 （単位：人，％）

－５－

２２年１７年１２年７年平成２年６０年昭和５５年区 分
２８１，１３３２８１，３８９２８１，６１１２７８，６４４２７３，６１８２７２，６５３２６０，１７９男鹿

児
島
市

３２４，７１３３２２，９７８３２０，０８２３１５，７８６３０８，６３４３０２，０１９２８７，５７７女
６０５，８４６６０４，３６７６０１，６９３５９４，４３０５８２，２５２５７４，６７２５４７，７５６計
２６４，６８６２５５，２７６２４６，９５５２３１，９２２２１６，２７８２０４，４５８１９１，２６２世 帯 数
７９６，８９６８１９，６４６８３７，９７９８４０，９８０８４２，４７４８５６，４９３８３９，３９２男鹿

児
島
県

９０９，３４６９３３，５３３９４８，２１５９５３，２４４９５５，３５０９６２，７７７９４５，２３１女
１，７０６，２４２１，７５３，１７９１，７８６，１９４１，７９４，２２４１，７９７，８２４１，８１９，２７０１，７８４，６２３計
７２９，３８６７２５，０４５７１６，６１０６８８，６４６６５９，８８０６４０，９５４６０７，４５２世 帯 数

一 般 世 帯
区 分

１０人以上９人８人７人６人５人４人３人２人１人
１８２９１０９３９８１，９３０１０，９８６３４，１９０４５，３２０７４，５５９９６，５５４世 帯 数

５８９，００９世帯人員

鹿 児 島 県鹿 児 島 市市 県 別

区 分
平成２２．１０．１平成２２．１０．１平成１７．１０．１

構成比就業者数構成比就業者数構成比就業者数
９．３
０．８

７２，０８６
５，８８１

１．２
０．１

３，３９５
３０５

１．７
０．１

４，８６２
３４０

農 業 ， 林 業
漁 業

第
一
次
産
業 １０．１７７，９６７１．３３，７００１．９５，２０２小 計

０．１
８．２
１０．６

６５９
６３，４６７
８２，２６７

０．０
８．０
６．０

６０
２２，４３２
１６，７９２

０．０
９．７
７．２

２０
２７，１４２
２０，１０５

鉱業，採石業，砂利採取業
建 設 業
製 造 業

第
二
次
産
業 １８．８１４６，３９３１４．０３９，２８４１６．９４７，２６７小 計

０．５
０．９
４．６
１６．７
２．０
１．１
２．１
６．０
３．７
４．７
１４．４
１．２
４．６

４．７

３，６６４
６，９８３
３５，９７３
１２９，５５７
１５，８６３
８，７４７
１６，６３２
４６，８４３
２８，３８８
３６，５９６
１１１，５９７
９，１４３
３５，８２２

３６，４８３

０．５
１．８
５．５
２０．７
３．２
１．８
３．０
６．６
３．８
５．５
１４．５
０．６
５．５

３．８

１，３３１
４，９５７
１５，３７１
５７，８８９
８，８４０
５，０９９
８，３１６
１８，５７１
１０，７５１
１５，３４５
４０，５９２
１，７０５
１５，４４３

１０，５１０

０．５
２．０
５．７
２２．９
３．１
１．９
３．３
７．０
４．３
５．３
１３．２
０．９
６．７

３．６

１，４６０
５，５８３
１６，０２５
６３，９４２
８，７６０
５，２２１
９，１０１
１９，５２６
１１，９６８
１４，７７５
３６，８６６
２，６００
１８，５９１

１０，１２１

電気・ガス・熱供給・水道業
情 報 通 信 業
運 輸 業 ， 郵 便 業
卸 売 業 ， 小 売 業
金 融 業 ， 保 険 業
不動産業，物品賃貸業
学術研究，専門・技術サービス業
宿泊業，飲食サービス業
生活関連サービス業，娯楽業
教育，学習支援業
医 療 ， 福 祉
複合サービス事業
サ ー ビ ス 業
（他に分類されないもの）
公 務
（他に分類されるものを除く）

第
三
次
産
業

６７．２５２２，２９１７６．８２１４，７２０８０．５２２４，５３９小 計

３．９３０，３４２７．９２２，０２６０．７１，９４０分 類 不 能 の 産 業
１００．０７７６，９９３１００．０２７９，７３０１００．０２７８，９４８合 計

１）各年国勢調査（平成１７年は新産業分類により組替集計を行ったもの）
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）



② 産業大分類，従業上の地位別１５歳以上就業者数 （単位：人）

１）平成２２年国勢調査
２）総数には従業上の地位「不詳」を含む。雇用者には役員，自営業主には家庭内職者を
含む。

桓 移動人口

５年前の常住地，年齢（１０歳階級）別人口（転入）（転出－特掲） （単位：人）

１）平成２２年国勢調査
２）５歳未満については，出生後にふだん住んでいた場所による。
３）常住者には，５年前の常住地「不詳」で，当地に現住している者を含む。

－６－
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説
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口
）

家族従業者自営業主雇 用 者総 数従業上の地位別
産業別

７，０６３２２，７２７２３４，４２４２７９，７３０総 数

８５８
３２
－
７９５
３００
－
１４
４９

１，５３４
３５
２００
４３６
８９２
５９４
９０
５７２
１１
２６４

－

３８７

１，５４６
９０
１

３，８２２
１，１３８
－
２１６
７１３
３，５５２
２８８
８２５
１，５３７
１，９６３
１，８４６
９３８
１，３３７
２７

１，６３２

－

１，２５６

９８９
１８３
５９

１７，８０５
１５，３４６
１，３３１
４，７２７
１４，５９５
５２，７８４
８，５１５
４，０７３
６，３４３
１５，７１２
８，３０４
１４，３１５
３８，６６６
１，６６６
１３，５３６

１０，５０８

４，９６７

３，３９５
３０５
６０

２２，４３２
１６，７９２
１，３３１
４，９５７
１５，３７１
５７，８８９
８，８４０
５，０９９
８，３１６
１８，５７１
１０，７５１
１５，３４５
４０，５９２
１，７０５
１５，４４３

１０，５１０

２２，０２６

農 業 ， 林 業
漁 業
鉱業，採石業，砂利採取業
建 設 業
製 造 業
電気・ガス・熱供給・水道業
情 報 通 信 業
運 輸 業 ，郵 便 業
卸 売 業 ，小 売 業
金 融 業 ，保 険 業
不動産業，物品賃貸業
学術研究，専門・技術サービス業
宿泊業，飲食サービス業
生活関連サービス業，娯楽業
教 育 ，学 習 支 援 業
医 療 ， 福 祉
複 合 サ ー ビ ス 事 業
サ ー ビ ス 業
（他に分類されないもの）
公 務
（他に分類されるものを除く）
分 類 不 能 の 産 業

不 詳８０歳以上７０～７９歳６０～６９歳５０～５９歳４０～４９歳３０～３９歳２０～２９歳１０～１９歳０～９歳総 数区 分
５，３１０３８，９６７５５，０７６７７，９１７８４，７７７７４，７４５８１，３３７６９，８３５６２，６６１５５，２２１６０５，８４６常 住 者
１５３０，０３７４８，５１８６６，５５２６７，６３７４９，３８９３５，０３４２９，９５６４０，７６３３２，４１６４００，３１７現 住 所
８６，６０６４，５０９６，９５２９，７１３１３，７６２２６，８９５１６，８９９１０，３５６１４，２６９１０９，９６９自 市 内
４１，４４０１，０４６２，６９０４，８６７８，２１３１３，８５６１６，４４４９，５０１６，４７３６４，５３４転 入
－１，１４８５８１１，２１１２，０５７３，８６３６，４４４７，４４１５，４６４３，２７７３１，４８６県内他市町村から
１２８７４５６１，４６４２，７８８４，２３２７，１６９８，６１０３，９３４３，１０１３２，０４２他 県 か ら
３５９１５２２１１８２４３３９３１０３９５１，００６国 外 か ら
１９８７８３８２，５３２５，３２２７，６２５１４，６２２２０，１１２６，６３０６，４４０６５，１０９（別掲）転 出
－４８８４５８１，４７０２，７０８３，０５１６，６５１６，２５３１，８０３３，１４３２６，０２５（別掲）県内他市町村へ
１４９９３８０１，０６２２，６１４４，５７４７，９７１１３，８５９４，８２７３，２９７３９，０８４（別掲）他 県 へ



棺 人口動態 （単位：人）

１）平成１２年は，旧鹿児島市の数値である。

６ 市庁舎
本 館 位 置 山下町１１番１号

敷 地 ８，５２５．７５釈
建 物 （延）９，３０６．０１釈（地下１階，地上３階，塔屋３階）
竣 工 昭和１２年６月１５日 工費 ３０，７８３千円（含増改築）

別 館 位 置 山下町１０番３０号
敷 地 ７，１５８．２釈（東別館敷地を含む）
建 物 （延）１３，４９１．９８釈（地下１階，地上４階，塔屋４階）
竣 工 昭和４２年２月２８日 工費 ６４８，０００千円

東 別 館 位 置 山下町１０番３０号
敷 地 ７，１５８．２釈（別館敷地を含む）
建 物 （延）１１，１０２．８３釈（地下１階，地上１２階，塔屋１階）
竣 工 昭和６１年８月２５日 工費 ３，７８９，０５２千円

－７－

２６２５２４２２１７平成１２年
区分

２，８２８２，９２８２，９５６３，０３０２，８１８２，７６５男
出

生自

然

動

態

２，６７３２，７４４２，８３７２，８５６２，６１９２，６６２女

５，５０１５，６７２５，７９３５，８８６５，４３７５，４２７計

２，８５３２，８９８２，８５７２，６１３２，５５９１，９５３男
死

亡
２，９５８２，９６５２，８０５２，６０８２，２７０１，７７９女

５，８１１５，８６３５，６６２５，２２１４，８２９３，７３２計

△３１０△１９１１３１６６５６０８１，６９５増 減

５，２９３５，４０７５，４４０５，５４４６，１６９６，８２２男県
内転

入
社

会

動

態

５，５０１５，５７４５，７０７５，７５５６，４２４６，９０６女

６，１３０６，６０８６，６５６６，８３６７，６２９８，０２５男県
外 ４，９４９５，２６２５，２０１５，２２３６，１０９５，９２３女

２１，８７３２２，８５１２３，００４２３，３５８２６，３３１２７，６７６計

４，６２４４，７８０４，５０２４，６５３５，３６１６，７７１男県
内転

出

４，６６３４，５７３４，３５７４，５１２５，２８３６，４３９女

７，２６２７，３７５７，５６０７，４３９８，５２９８，４０５男県
外 ６，０２４６，１６７６，１５６６，０８４７，０１８６，５７０女

２２，５７３２２，８９５２２，５７５２２，６８８２６，１９１２８，１８５計

△７００△４４４２９６７０１４０△５０９増 減

△１，０１０△２３５５６０１，３３５７４８１，１８６人 口 増 加
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西 別 館 位 置 山下町１３番１号
敷 地 ４，９３３．５９釈
建 物 （延）１０，６８７．４７釈（地下１階，地上４階，塔屋１階）
竣 工 平成２７年３月２０日 工費 ３，３４０，３６０千円

みなと大通り 位 置 易居町１番２号
別 館 敷 地 ４，５２１．３２釈（駐車場敷地を含む）

建 物 （延）１１，３５８．０９釈（地下２階，地上７階，塔屋３階）
竣 工 昭和４５年９月２３日

支 所 谷 山 支 所 谷山中央四丁目４９２７番地
敷 地 ５，７５１．５３釈
建 物 本館（延）４，６０９．５釈（地上４階，塔屋１階）

別館（延）６０７．８釈（地上２階）
竣 工 昭和５３年１０月３０日 工費 ８７３，０００千円

伊 敷 支 所 伊敷五丁目１５番１号
敷 地 ２，５６９．１８釈
建 物 （延）２，６８９．６７釈（地上４階，塔屋１階）
竣 工 平成４年８月１０日 工費 ９０２，５４７千円

東桜島支所 東桜島町８６３番地１（東桜島合同庁舎内）
敷 地 ４，１８７．６６釈
建 物 （延）１，７１７．８８釈（うち支所６３６．５２釈）
竣 工 昭和５６年１２月２８日 工費 ３４４，０００千円

吉 野 支 所 吉野町３２５６番地３
敷 地 ５，０２５．０６釈
建 物 （延）１，４９６．８８釈（地上２階）
竣 工 平成９年１２月２２日 工費 ５０１，８４６千円

吉 田 支 所 本城町１６９６番地
敷 地 ４，６５７．９釈
建 物 第１庁舎（延）１，４２６．１３釈（地上２階）

第２庁舎（延）３４６．８釈（地上２階）
竣 工 第１庁舎 昭和４７年１０月１日 工費 ６８，６００千円

第２庁舎 平成４年１０月１日 工費 ３８，６７３千円
増 築 第１庁舎（１階） 昭和６１年３月１日 工費 ２６，８９３千円

第１庁舎（２階） 平成４年１０月１日 工費 ４，８８０千円
桜 島 支 所 桜島藤野町１４３９番地

敷 地 ５，９６０．９４釈

－８－
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建 物 庁舎（延）２，２１０．９５釈（地上２階，塔屋１階）
倉庫付車庫２３６．００釈（地上１階）

竣 工 昭和５３年１１月１日 工費 ３１２，２１８千円
喜 入 支 所 喜入町７０００番地（喜入公民館との複合施設）

敷 地 ６，９２２．２３釈
建 物 （延）３，３８５．５５釈（地上３階一部平屋建て）

（うち支所１，３３６．６２釈）
竣 工 公民館ホールを除く複合施設部分

平成２３年９月３０日 工費 ８２８，９３９千円
松 元 支 所 上谷口町２８８３番地

敷 地 ９，７２４．００釈
建 物 本館（延）３，４０６．３４釈（地上４階）

公用車車庫棟（延）４３７．６４釈（地上２階）
竣 工 昭和６２年３月１日 工費 ６５７，５１２千円

郡 山 支 所 郡山町１４１番地
敷 地 ２６，６８５．７８釈
建 物 本館（延）２，９４３．５１釈（地上４階）

公用車車庫棟（延）７２２．０８釈（地下１階，地上２階）
竣 工 昭和６１年１１月２８日 工費 ７７９，０８９千円

７ 市史・市旗・市民歌等
敢 市 史

市制施行８０周年記念事業として，勝目 清氏（元鹿児島市長）と北川鉄三氏の監修
のもと，昭和４１年から４６年にかけて鹿児島市史を編さんし，第Ⅰ巻～第Ⅲ巻を発行し
た。
また，市制１００周年記念事業として，前回を引継ぎ，昭和４２年以降約２０年間の市史
を芳 即正氏の監修のもと，昭和６３年から平成２年にかけて編さんし，第Ⅳ巻を発行
した。
さらに，市制１２５周年・新生鹿児島市１０周年記念事業として，前回を引継ぎ，平成
元年以降約２５年間の市史を宮廻 甫允氏の監修のもと，平成２５年から２７年にかけて編
さんし，第Ⅴ巻を発行した。
第Ⅰ巻 歴史編 昭和４４．２．２８発刊 ７８４頁 １，５５０部
第Ⅱ巻 現代編 昭和４５．３．２５発刊 １，１４０頁 １，４００部
第Ⅲ巻 資料編 昭和４６．２．２８発刊 １，０１３頁 １，３００部
第Ⅳ巻 平成２．３．１５発刊 １，０３７頁 １，２００部
第Ⅴ巻 平成２７．３．２７発刊 １，２３６頁 ８００部

－９－
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柑 市旗の制定（昭和４６．９．１制定）
昭和４７年に鹿児島で開催された国民体育大会を契機に，市民の連帯感を高め，伝統
と明日への発展を象徴するものとして市旗を定めた。市旗の図案は市民（市の出身者
を含む）を対象に一般公募した。市旗制定委員会で応募作品２１５点を審査し，準入選
２点を選定したが，入選該当者がなかったためこれを合作し，補作したものを市旗と
して制定した。

桓 市民歌の制定（昭和４７．６．１５制定）
鹿児島市民としての連帯感を高め，郷土に生きる喜びと将来の飛躍を象徴するもの
として，市民歌を制定した。歌詞は全国から一般公募した。市民歌制定委員会で応募
作品５３４編を審査し，鹿児島市小山田町の高城俊男氏の作品を入選と決め，これを補
作した。作曲は，中田喜直氏に依頼した。

棺 名誉市民（昭和４２．４．２９条例第３号）
選 定

名誉市民は，市長が市議会の同意を得て決定する。
表 彰

名誉市民の事績は，市公報で公表し，表彰状，名誉市民章及び記念品を贈呈して
表彰する。
待 遇

市の公の式典への参列等
名誉市民受章者

勝目 清氏 元鹿児島市長 昭和３４年５月１８日，名誉市民の称号を贈った。昭
和４６年７月の死去に際しては，市民葬が執り行われた。

浜平勇吉氏 元鹿児島市議会議員 昭和５０年７月１７日の死去に伴う同月２１日の
市議会葬において名誉市民の称号を追贈された。

赤崎義則氏 元鹿児島市長 平成１７年３月２９日，名誉市民の称号を贈ることが
決定され，同年５月３１日，名誉市民の称号授与式が執り行われ
た。

中村晋也氏 彫刻家，文化勲章受章者 平成２６年９月２９日，名誉市民の称号を
贈ることが決定され，同年１１月１日，名誉市民の称号授与式が執
り行われた。

款 市民栄誉賞（平成２６．３．２８規則第３５号）
対 象 者

市民，本市に活動の本拠を置く団体又は本市にゆかりの深い個人で，広く市民に
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親しまれ，市民に明るい夢と希望を与えるとともに，市民の誇りとなる顕著な業績
があったもの。
受 賞 者

今給黎教子さん 平成４年８月３日に受賞
平成４年７月１５日に，日本人女性として初めてヨットによる単
独無寄港世界一周に成功された。

本僧かまとさん 平成１４年４月１４日に受賞
平成１４年３月２０日に，１１４歳で長寿世界一となられた。
平成１５年１０月３１日，１１６歳で逝去された。

赤﨑 勇さん 平成２７年６月２５日に受賞
平成２６年１２月１０日に，青色発光ダイオードの発明により，ノー
ベル物理学賞を受賞された。

歓 市民表彰（平成２６．３．２８規則第３５号）
対 象 者

永年にわたり市勢の発展に尽力し，又は市政に協力してきた，市民，団体又は本
市にゆかりの深い個人で，特に顕著な功績があったもの。
受 賞 者（平成２６年度）
豊永 義夫氏 本市消防団長を平成１１年４月から２５年３月まで１４年間務め，消防

組織の充実と地域防災力の向上に大きく貢献された。
吉田ミツ江氏 本市女性団体連合会会長及び本市地域婦人連絡協議会会長とし

て，女性の社会参画の推進とぬくもりのある地域づくりに大きく
貢献された。

汗 スポーツ栄誉賞（平成２６．３．２８規則第３５号）
対 象 者

市民，本市にゆかりの深い個人又は団体で，スポーツの分野における国際的な活
躍を通じて，スポーツに対する市民の関心を高めるとともに，市民の誇りとなる顕
著な業績があったもの。
受 賞 者

宮下 純一氏 北京オリンピック競泳男子４００ｍメドレーリレー銅メダル獲得に
より，平成２０年９月１０日に表彰式が執り行われた。

迫田さおり氏 ロンドンオリンピック女子バレーボール競技銅メダル獲得によ
り，平成２４年９月３日に表彰式が執り行われた。
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漢 芸術文化栄誉賞（平成２６．３．２８規則第３５号）
対 象 者

市民，本市にゆかりの深い個人又は団体で，芸術文化の分野における活躍を通じ
て，芸術文化に対する市民の関心を高めるとともに，市民の誇りとなる顕著な業績
があったもの。
受 賞 者

加藤久仁生氏 第８１回アカデミー賞短編アニメ賞の受賞により，平成２１年３月８
日に表彰式が執り行われた。

澗 市木・市花 （昭和４３．１１．１制定）

潅 平和都市宣言

平和で豊かな郷土を次の世代に引き継ぐために，再び戦争による惨禍を繰り返さな
いことを誓い，あらゆる国の核兵器の全面廃絶と国是である非核三原則の遵守を希求
し，世界の恒久平和の達成を願い，平成２年２月２６日，「平和都市」を宣言した。
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常緑樹（南国的）で喬木（雄大）となり，成長力（発展性）が
旺盛で，鹿児島市のシンボルとして親しまれる樹木
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本市に生育している草木・花木の中で花候が長く，鹿児島市の
シンボルとして親しまれる花
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